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SF と Alb は有意に低下し、さらに「姿勢の保持が困難」が出現すると MNA-SF、エネルギー摂取量、










特別養護老人ホームの入居者の SMI を 3 分位に分けて MMSE との関連を検討したところ、SMI の中
グループの MMSE が 10.1 点（95％CI:8.2-12.1）、高グループは 9.5 点（95%CI:7.8-11.3 ）であるの





1 年後、研究 3 の対象者に同様の調査を行いその変化を検討した。エネルギー摂取量、たんぱく質摂取
量は有意に減少した。SMI は有意に低下したが体脂肪率は有意に増加し、その結果、BMI に明らかな
変化は認められなかった。SMI が 1 年間に 10％以上減少するリスクとして、性別、調査開始時の年齢、
たんぱく質摂取量および SMI で調整したロジステック回帰分析を行った結果、調査開始時の MMSE


























【研究 4】認知症による食行動関連障害と骨格筋量の 1 年後の変化について縦断的に検討し、認知機能
の低下が、10％以上の骨格筋量低下のリスクになっていることを明らかにした。 
 以上のように、これらの研究は食行動関連障害と栄養状態の関連をテーマとして、一貫した研究を
積み重ねられており、「姿勢の保持が困難」、食事の嚥下機能に関連する「むせが強い」「食物を溜め
込んで嚥下に時間がかかる」の出現には、食事摂取量が十分であっても栄養管理を含めた早期の対策
が必要であるとの結論を出している。縦断的検討では、1 年間の検討で食行動異常者の新たな出現数に
限界があったことから、食行動関連障害が骨格筋量に及ぼす影響についての縦断的関連を直接には説
明できなかったものの、客観的にまた、十分に論理的に段階を踏んで研究が進められており、英語論文
での投稿も終了しその能力を有している。認知症高齢者の重度別栄養状態や骨格筋量を食行動障害に
着目して検討した研究はこれまでにないことから、実務者ならではの視点による本論文は独自性、学
術性、有用性において高く評価できる。また、本研究は倫理的配慮についても問題はなく、データの処
理や統計操作についても適切に行われている。審査会における質疑応答においても、豊富な実務経験
と知識をもって適切な回答ができていた。 
 当該研究者は、介護の現場での問題解決を目指した臨床研究だけでなく、栄養疫学、高齢者医学など
のさまざまな視点からの研究を計画し実施できる能力も高く、今後のさらなる活躍も期待できると思
われる。これらの点を総合的に判断し、本研究論文は博士（栄養科学）の学位授与に値するものと判断
する。 
 
